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１．はじめに 
西部健康防災公園は，徳島県西部の美馬市・ 

三好市の境界付近に位置する「徳島県立美馬野 

外交流の郷[四国三郎の郷](徳島県)」，「美馬市 

吉野川河畔ふれあい広場(美馬市）」，「三好市三 

野健康防災公園(三好市)」,「中鳥河川防災ステ 

－ション[仮称](国土交通省)」の管理者が異な 

る４施設を含む区域の一体を総称し位置付けら 

れている. 

 四国三郎の郷はコテージやオートキャンプ場 

等の宿泊施設や交流体験棟等からなり，吉野川 

河畔ふれあい広場と三野健康防災公園は，野球 

・サッカー・パークゴルフ・テニス等の屋外ス 

ポーツ施設を有する公園である. 

本稿においては，西部健康防災公園の計画の 

背景や整備内容について示すものとする． 

２．計画方針 

西部健康防災公園の計画にあたり，平成２６年度に地元２市２町や有識者，防災関係機関等からなる基本

構想に関する検討会が設けられた．検討会では，公園利用と防災拠点機能の両者の観点を踏まえて，西部健

康防災公園の役割や具体的整備方針，必要な取り組み等を内容とする「西部健康防災公園基本構想」（以下,

「基本構想」と称する）が取りまとめられた． 

基本構想において示された基本理念は，右図 

に示すように，平常時における「健康増進」と 

災害時などに対する「防災」の両面から利用で 

きる「リバーシブルな公園」である． 

３．西部健康防災公園の役割 

(1)「健康」関連 

①食生活、運動習慣の改善 

糖尿病死亡率の改善を図るため, 運動習慣の改善を目的として, 女性や家族, 子育て世代から高齢者まで 

が継続して運動が出来る, 「健康づくりのための仲間が集う拠点」となるとともに, クロスカントリーやマ

ラソン大会，各種イベントの開催による,「にし阿波のにぎわい創出の場」としての役割を担う. 

 (2)「防災」関連 

①水防活動 

吉野川では, 堤防決壊に対し甚大な被害が想定されており，被害最小限化を図るため，吉野川上流域にお

ける「水防団等の活動拠点」としての役割を担う． 

写真-１ 西部健康防災公園全景 

（写真提供：徳島県西部総合県民局）
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図-１ 西部健康防災公園の基本理念 
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②孤立集落対策 

本県における土砂災害，豪雪等により孤立する可能 

性がある４６５集落のうち，西部圏域には５割を超え 

る２４５集落が集中している. このため孤立集落発生 

時の「活動拠点」の役割を担う. 

③南海トラフ巨大地震対策 

津波浸水被害が及ばない西部圏域では, 甚大な被害が 

想定される沿岸地域に対し「広域応援部隊の受け入れ」 

や「全国からの支援物資の集積・輸送などの後方支援」 

を行うことが必要であり, その役割を担う. 

④防災啓発・防災訓練 

 平常時から防災講座の開催や吉野川の洪水を想定した水防訓練, 大規模災害を想定した防災訓練などをと

おして, 防災意識の高揚や災害対応能力の向上を図る「防災啓発の場」としての役割を担う. 

４．施設の計画・整備 

西部健康防災公園の役割を基に計画した整備施設を以下に示す. 

①地域住民が気軽に健康増進に取り組めるウォーキングコース(園路，距離標，案内看板等)を整備する． 

②平常時の各種イベント, 災害時の広域応援部隊の野営に利用する電源設備を図-３に示す箇所に設置する． 

③高瀬谷川により分断されている両市の公園を, 平常時のイベント等の開催, 災害時の広域応援部隊活動が

円滑に行えるように, 小型自動車等の車両が通行できる坂路，歩行者のための通路の整備を行う. 

④災害時は水防活動, 広域応援部隊の活動拠点, 沿岸地域への後方支援拠点として, 会議室, 仮眠室, 調理

室, 水防倉庫や, 映像・通信・非常用電源等の設備等を備える西部防災館と, 全国からの支援物資を集積・

配送する物資集積施設を整備する. また, 平常時は地域住民の防災意識啓発や健康増進のために, 西部防

災館は, 防災・健康のための講習会に使用でき, 物資集積施設はフットサルやゲートボール等, 健康づく

りに使用できる.この両施設を防災拠点施設とする. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．おわりに 

西部健康防災公園においては，早期完成を目指し,平成２８年度から工事に着手されている.当該施設の整

備により，徳島県の災害対応力が高まるとともに，西部圏域における人々の健康増進やにぎわい創出に繋が

ることを願う． 
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図-２ 西部健康防災公園位置図

西部圏域（数値：土砂災害等により孤立する可能性がある集落数）

東部・南部沿岸地域（津波浸水被害の可能性がある地域）

西部健康防災公園 

図-３ 西部健康防災公園（平常時・災害時） 

防災拠点施設 

災害時の広域応援部隊の展開イメ－ジ 

物資集積施設 

広域緊急援助隊 

西部防災館

自衛隊

高瀬谷川 

緊急消防援助隊 

jsce7-013-2017

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

                               2 / 2

http://www.tcpdf.org

